
２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｄ日程 入学試験問題 

「 憲   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
Ｙ市は、地方自治法２４４条に基づいて市民会館を設置し、管理している。 
団体Ａは、講演会を実施しようと考えて、Ｙ市が設置・管理している市民会

館の使用の許可を申請した。 
Ｙ市長は、団体Ａがこれまで行ってきた２０件余りの講演会の状況を調べた

ところ、いずれの講演会においても、団体Ａの活動に反対している他の団体Ｂ

が右講演会の開催を実力で妨害しようとして会場の周辺に押し寄せて混乱を招

いていたことが判明した。特に、近時では団体Ｂは活動を過激化させており、

団体Ａと類似の主張を行っている団体Ｃが開催した講演会においては、団体Ｂ

の構成員が鉄パイプなどを振り回す等の暴力行為にも及び、けが人が発生する

といった事態になっていた。もっとも、団体Ｃの講演会については、仮に警察

が出動し一定の警備を行えば暴力行為をやめさせることは不可能ではなかった

と考えられている。 
Ｙ市長は、今回の許可申請を認めると、団体Ｃの講演会のケースと同様に、

団体Ｂが市民会館の周辺に押し掛け、これによって市民生活の平穏が害される

おそれがあるとして、団体Ａの申請を不許可とする処分をした｡ 
この事例における憲法上の問題点について論ぜよ｡ 

  



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｄ日程 入学試験問題 

「 刑   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
 以下の設例における甲の罪責を論じなさい（刑法１３０条の罪及び特別法違

反は除く。）。 

 

〔設例〕 

 甲は知人Ｖと居酒屋で飲食した後，路上でささいなことから言い争いとなっ

た。すると，突如Ｖが甲の右頬に平手打ちを一発食らわせ，なおも暴力を振る

う体勢を見せたため，甲は怒りを覚えつつ，自らの身を守るため，手拳でＶの

顔面を一回殴ったところ，Ｖは酔っぱらっていたこともあり，よろめいて仰向

けに転倒し，後頭部をコンクリートブロックに打ち付けたため，一時意識を失

った（それと共に，後頭部に切創や打撲傷を負っている）。 

 甲はその様子を確認し，この際Ｖから金品を失敬しようと思い立ち，Ｖの履

いていたズボンのポケットから札入れを取り出し，その中から１万円札５枚と

キャッシュカードを抜き取って，持参していた手提げ袋に入れた。 

 すると，Ｖが意識を回復させ，依然として身動きがとれないまま，甲に対し

て「お前，よくもやってくれたな。」と弱々しく捨て台詞を吐いたところ，甲

はキャッシュカードで預金を引き出す際には暗証番号が必要なことに気づいた

ので，甲はＶに対し，「おい，お前のキャッシュカードの暗証番号を言え。言

わないと承知せんぞ。」と厳しい口調で命じた。Ｖは甲が自分のカードを抜き

取ったことを察知し，図々し奴だと腹を立てたが，暗証番号の回答を拒否する

と，甲はさらに殴る蹴るの暴行をしかねず，すでにかなりのダメージを負って

いる自分ではとても太刀打ちできないと観念し，「８６４１だ。」と答えた。

それを聞いた甲はＶに「よし，わかった。お前一人で帰れるよな。じゃあ，あ

ばよ。」と言い置いて，その場を立ち去った。 

なお，Ｖが甲に教えた４桁の番号「８６４１」とは，Ｖが別に口座を開設し

ていた銀行のキャッシュカードの暗証番号であり，甲がＶから取得したカード

の暗証番号は別の数字であった。 

以上 

  



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｄ日程 入学試験問題 

「 民   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
※ 答案作成時の法令が適用されるものとする。 

 

（事実）以下の順で事実が生じた。 

１ 印刷工場を営むＡは、工場内で使用する印刷機甲を担保に提供すること

で、運転資金１０００万円を得ようと考え、同じ印刷業を営むＢに打診し

た。 

２ Ｂは、「甲は、最近の印刷機では出せない色合いが出せるので是非欲し

い。１０００万円の融資ではなく、２０００万円出すので甲自体を買い受け

たい。」と言った。Ａは、２０００万円あれば、同種の印刷機を購入した上

でなお返済不要な資金を入手できるので有利と考え、甲を２０００万円でＢ

に売り渡す売買契約を締結した。Ａが、代金２０００万円の支払いと甲の引

取りを求めたところ、Ｂは代金が工面できるまで甲を預かって欲しいと依頼

し、Ａはこれを了承した。 

３ Ｂが同業者のＣに、珍しい甲を入手したと自慢したところ、Ｃが是非とも

２５００万円で甲を譲って欲しいと求めたため、Ｂは２５００万円で甲をＣ

に転売することとし、Ａに対し、甲をＣに転売したのでそのまま預かって欲

しいと連絡した。 

 

（問題１） 

 ＣがＡに対し、所有権に基づき甲の引渡しを求めたところ、甲の代金の支

払いを受けていないＡは、これを拒むことができるか。 

 

 

（事実）事実１ないし３に続き、以下の事実が生じた。 

４ Ａは、新しい印刷機の設置場所を作るため、Ｃに甲の引き取りを求め、同

時に、代金確保のため、Ｂを公証人役場に同行し、２０００万円を直ちに支

払うこと、支払えなければ直ちに強制執行に服することを記載した公正証書

を作成させ、債務名義を得た。その後、近日中に、ＣがＢに甲の代金２５０

０万円を支払う予定であるとの情報を得た。Ｂには十分な資産があるが、不

動産や株券等直ちには現金化できないものばかりである。 

  



（問題２） 

 Ａは、甲の代金の弁済を受けるために何をなし得るか。 

 

 

（事実）事実１に続き、以下の事実があった。事実２ないし４は存在しない。 

５ ＡとＢは交渉し、ＢはＡに１０００万円を貸し付け、その担保としてＡは

Ｂに甲を譲渡すること、Ａは１年以内に１０００万円及び利息をＢに弁済し

て甲を受け戻すこと、それまでの間、Ａは甲をＢのために保管し、甲を使用

して印刷作業ができることを合意し、Ｂは甲にＢの財産であることを示すシ

ールを貼った。 

６ 事実５より半年後、Ａは、なおも資金を調達する必要があるとして、手元

にある甲をＤに売却して代金５００万円を受領したが、Ａは、仕事で使うの

で、当面の間甲はＡ方に置いて欲しい、今後はＤのために甲を保管すると述

べたため、Ｄは了承した。 

７ 事実５より１年が経過したが、Ａは１０００万円及び利息をＢに支払うこ

とができず、ＢはＡに対し甲の引渡しを求めた。 

 

（問題３） 

 ＤはＢに対し、甲はＤの所有である旨を主張することができるか。 

  



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｄ日程 入学試験問題 

「 民事訴訟法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
Y は X に対し、売買契約の債務不履行に基づき損害総額８００万円のうち３

００万円の支払を求める訴えを甲地方裁判所に提起した（第１事件）。他方

で、X は Y に対し、消費貸借契約に基づき貸金３００万円の支払を求める訴え

を乙地方裁判所に提起した（第２事件）。 
両事件は、そのまま異なる裁判所で審理をされているが、X が第２事件にお

いて、以下の債権を自働債権として相殺の抗弁を主張し得るかどうか、それぞ

れ検討しなさい。 
１. X が第１事件で請求している３００万円の損害賠償債権 
２. X が第１事件で損害の総額として主張している８００万円から、第１事件

で請求している３００万円を控除した５００万円の損害賠償債権 

  



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｄ日程 入学試験問題 

「 商   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
次の文章を読み、後記設問に答えなさい。配点 100 点 
 
１．甲株式会社（以下「甲社」という。）は、定款に譲渡による株式の取得に

は取締役会の承認を要する旨の定めを置く、取締役会および監査役設置会

社である。2024 年 6 月 25 日に開催された定時株主総会（以下「本件総

会」という。）において、A が取締役から解任されるまでは、A、B およ

び C が取締役に、D が監査役に就任していた。なお、A は、代表取締役で

あった。 
２．A は、甲社の創業者であり、B はその弟、C は、A と B の叔父、D は甲社

の取引銀行の行員である。 

３．本件総会の開催の決定がなされたのは、同年 6 月 10 日の取締役会（以下

「本件役会」という。）であった。本件役会には、A、B、C および D が

出席し、定款の定めに基づき A が議長となり、議事運営を進めた。本件総

会の開催の旨を含め A が事前に予定していた議題の審議がすべて終了しま

さに本件役会の閉会宣言をしようとしたとき、B が突然 A を代表取締役か

ら解職する旨の動議（議案①）、B を代表取締役に選定する旨の動議（議

案②）、A を取締役から解任する旨の議案を本件総会の議案に含める旨の

動議（議案③）、A の後任の取締役として E を選任する旨の議案を本件総

会の議案に含める旨の動議（議案④）、および議案①および議案③の審議

については議長を B に交代する旨の動議を提出した。驚いた A は「その

ようなことは事前に聞かされておらず、動議として認められない」と叫

び、本件役会の閉会宣言を強行しようとしたが、B と C の賛成により、議

案①、議案②、議案③および議案④を動議として採用すること、ならび

に、議案①および議案③の審議については議長を B に交代することが決定

された。審議の結果、B および C の賛成をもって議案①、議案②、議案③

および議案④のすべてに対応する決議が成立した。A はすべての議案に対

して反対を表明していたものの、議案①および議案③に関し、議長 B は、

A は議決に加わることができないと主張して、全く取り合わなかった。 

 

〔設問〕 本件役会における議案①、議案②および議案③に対応する決議の効

力について論じなさい。なお、本件役会に係る招集手続は適法になされたもの

とする。 


